
　

こ
の
事
業
に
は
、
厚
別
区
在
住

の
芸
術
家
原は

ら

田だ

ミ
ド
ー
さ
ん
が
加

わ
り
、
モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
の
デ
ザ

   

し
ら
か
ば
ト
ン
ネ
ル 

モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
制
作

　

五
月
十
二
日
か
ら
六
月
二
十
四

日
ま
で
、
白
石
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ

ー
ド
（
札
幌
恵
庭
自
転
車
道
路
）

内
に
あ
る「
し
ら
か
ば
ト
ン
ネ
ル
」

（
大
谷
地
東
三
丁
目
）
に
、
タ
イ

ル
を
張
る
モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
制
作

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
民

学
連
携
に
よ
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ

ー
ド
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り

の
ア
イ
デ
ア
を
厚
別
南
ま
ち
づ
く

り
会
議
が
受
け
継
い
だ
も
の
で
、

制
作
を
通
じ
て
学
校
や
地
域
住
民

の
交
流
を
図
り
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ

ロ
ー
ド
の
地
域
資
産
と
し
て
の
価

値
を
高
め
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

平
成
十
七
年
に
は
「
厚
別
区
ま
ち

づ
く
り
事
業
企
画
提
案
制
度
」
で

旭
町
ト
ン
ネ
ル
で
も
制
作
し
て
お

り
、
今
回
で
二
回
目
に
な
り
ま
す
。

イ
ン
、
制
作
の
指
揮
を
行
い
ま
し

た
。「
地
域
の
つ
な
が
り
が
弱
く

な
っ
た
今
だ
か
ら
こ
そ
、
さ
ま
ざ

ま
な
タ
イ
ル
を
モ
ザ
イ
ク
状
に
組

み
合
わ
せ
る
よ
う
に
、
作
業
の
中

で
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
が
、
強
く

つ
な
が
っ
て
い
け
た
ら
う
れ
し
い

で
す
」
と
原
田
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　

制
作
作
業
は
、
大
谷
地
東
小
学

校
の
児
童
と
そ
の
保
護
者
や
北
星

学
園
大
学
の
学
生
、
地
元
町
内
会

な
ど
六
週
間
で
延
べ
千
人
が
参
加

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
落
書
き
な

ど
で
汚
さ
れ
て
い
た
ト
ン
ネ
ル
内
が

明
る
く
き
れ
い
に
な
り
、
ト
ン
ネ
ル

の
安
全
性
も
高
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

多
く
の
人
の
協
力
で
完
成
し
た

モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
制
作
に
よ
り
、

地
域
の
つ
な
が
り
が
よ
り
い
っ
そ

う
深
ま
っ
て
い
ま
す
。

子どもから大人まで楽しみながら協力
してタイルを張りました。

原田さんが描いた下絵にタイ
ルを張っていきました。

　４月から「市民が主役のまちづくり」を進めるためのルールである自治基本条例が施行されました。地域で
取り組まれているさまざまなまちづくり活動は、市民自治の出発点であり、住みよい地域を支えるものです。
　このコーナーでは、そうした各地域での取り組みを紹介していきます。

市市 民民 自自 治治 みんなで まちづくり

　地域の各団体の皆さんが、自らの手で住みよいまちを作るために、
まちづくりに取り組んでいます。厚別には地区ごとに６つのまちづ
くり会議があり、その会議の様子を３回にわたって紹介します。

　あいさつをする村
むら

木
き

正
まさ

雄
お

議長。31団体が参加し、
防災・防犯部会の活動状況を報告しました。

　44団体が参加し、熊
くま

倉
くら

政
まさ

知
とも

議長の進行のもと、フラワ
ータウンや防災活動について話し合いました。

もみじ台まちづくり会議（５月18日開催）

もみじ台・厚別中央

厚別中央地区まちづくり会議（５月30日開催）

まちづくり会議

～
張
り
合
わ
せ
た
タ
イ
ル
は
人
を
つ
な
ぐ
～

第 1 回
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